

















































53.1：36-75 歳、SD11.1）を対象に、Cancer Fatigue Scale、MD Anderson Symptom Inventory 日本語版、




























































































2 週間、終了時の計 3 回、質問紙への回答を依頼し
た。
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には、放射線療法開始後約 2 週間、終了時の計 2 回、
質問紙への回答を依頼した。



































いる患者は 6 名、化学療法を受けている患者は 5 名で
あった。全員が手術後であり、乳房温存術後の患者が 8
名、胸筋温存乳房切除術後の患者が 2 名であった。PS



















患者 年代 性別 組織型 術式 ステージ 併用療法 照射回数/総線量 家族構成 PS
A 70 女 右乳頭腺管癌 乳房温存術＋センチネルリンパ節生検 Ⅰ なし 25回/50gy 夫 0
B 50 女 右浸潤性乳管癌 乳房温存術＋センチネルリンパ節生検 Ⅰ ホルモン療法 30回/60gy 夫、子 0
C 60 女 左非浸潤性乳管癌 乳房温存術＋センチネルリンパ節生検 Ⅰ ホルモン療法 25回/50gy 夫 0
D 50 女 右浸潤性乳管癌 乳房温存術＋センチネルリンパ節生検 Ⅰ ホルモン療法 25回/50gy 夫 0























乳房温存術＋センチネルリンパ節生検 ⅡA ホルモン療法 25回/50gy 夫、子 0




J 50 女 左浸潤性乳管癌 乳房温存術 Ⅰ 化学療法（PTX,EFC） 25回/50gy 夫 0




































以上の倦怠感の強い患者は、開始時 4 名、 2 週間後 6














































































































































































































図5 MDASI-Jの推移 ｎ＝10 
Timepoint
(点)
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